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はじめに

この報告害は、佐賀県農業基盤整備事業等の施行に先立ち実施した、埋蔵文化財の確認

調査の結果をまとめたものです。

本県には埋蔵文化財が多数存在しており；県教育委貝会では、これらの貴重な文化財の

保緩と農粟等を営む方々の生活基盤を整備する平棠との潤整を図るため、文化財の確認調

査と記録の保存を進めております。

今回、平成7年度農業基盤整傭事業等施行予定地区について文化財確認紺査を行った結

果、旧石器時代から近世にわたる各時代の遺跡が確認され、ここにその成呆の一端を紹介

するものです。

本密が、文化財を県民の共有財産と して大切に保存していくための資科として役立てて

いただければ幸いです。

この慎査にあたって、文化庁、九州農政局、県農林部・農村農地整偏局、各市町村教育

委員会・土地改良担当課並ぴに地元関係各位の深い御理解と御協力に対し、心からお礼申

し上げます。

平成8年3月29日

佐賀県教育委貝会

教育長林田重 人



例 言

I. 本苔は、同窟補助を受け平成 6年度に確認躙査を実施した佐賀県農業碁盤整偏事業に伴う文化

財糾査帷告苔である。

2. 調究は．市町村教育委貝会の協力を得て、佐賀県教科委口会が行った。
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トレンチ （試掘溝）位置図作成、遺構の実測、写真搬影は調査只が行った。

4. 遺物の整理 ・製図・報告害作成作業は、佐賀県文化財課（神埼事務所）で行った。

・ 遺物整理•…………....…… •田中ハル ミ ・ 中島芙須三

・図面整理 ・遺物実測………江島笑恵子 ・上滝 光子 ・山口美佐・・f-

・ 製図・ ． ．．．．．．． ．． ．．． ． ． ． ．． ．．． ．．．．．．． •三好

5. 本杏の執笠は下記の分担で行った。
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7. 本各に用いた方位は、原則として府標北とし、磁北を用いた場合はその旨を記した。

8. I刷@中の■は逮構・遺物が確認されたトレンチ、口は遺構 ・遺物が確惚できなかったトレンチ
である。

9. 本杏I平成6年度文化財確認潤査の内容ば、濶査只から提出された関査結米罪告をもとに編集

者がま とめている。Uの報告及ぴ皿の各担当者の原税のうち r土堀Jゃ r..... ・跨Jの表記芍につ

いては統一を図り、 また一部表現を変えたところがある．これらの文費は編策者に船す。

10. 本杏の編択は、洒田が行ったn
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I. 調査に至る経過

1. 平成7年度農業基盤整鑽事業等に伴う文化財確認講査

(1)農纂基盤整備事纂等に係る協謹

県農林部と教育委只会が昭和53年4月に締結し、昭和59年4月に一部改正した r農業基盤整偏事業に係る埋蔵

文化財の保護に関する確認事項JIこ甚づいて、平成6年9月に平成7年度農業基盤整偉事業施行計面について事

業担当部）るから文化財保護担当部局への協議が求められた。平成7年度工事地区のうち予燐調査（分布 ・試掘 ・

確認調査）の対象となった地区は、佐賀東部地区（中JJ;(町 ・上鋒町 ・束柑鋲村 ・神埼町・三瀬村・脊板村）

l4.7ha、佐賀西部地区（佐賀市 ・Jll副町 ・大和町・ 富士町・多久市） 175. 7ha、佐竹南部地区（大町町 ・福富

町 ・鹿島市・太良町 ・塩田町） 55.9ha、佐灯北部地区 （伊万里市 ・西布田町・ 浜玉町・相知町・厳木町・七山

村）146.lha、佐賀上場地区 (llf津市 ・鎮西町・肥前町 ・玄海町） 26haの合計418.4haである。施行主体は九州

農政局伊万里開拓廷設事察所所管の国営、県農林部・農村農地整偏局所管の県営、市町村所管の団体営事業等に

区分される。また、九州農政局筑後川下流農業水利事業所 ・水資源開発公団所管の筑後川下流用水事業に伴う協

議（三田川町 ・北茂安町 ・t肴富町・大和町）もなされた。

(2)文化財確認関査

協議した施行Rt面について現地蹄査などの結果を甚に検討を行い、文化財確認講査が必炭と認められた地区

（表1)を決定した。これを受け当該市町村の教行委n会 ・土地改良担当課、県農林部・農村農地整信局との第
1回目の「平成7年度農業碁盤整偏事業に係る文化財の保護に関する協議会」を県教行委R会が主催して、 10月

11日に開僅し、文化財確認調査の時期など円滑な実施について協謙した。

文化財確認調査は、原則として稲刈り終了から愛の作付けまでの期間 (JO月下旬-12月上旬）までの間に行っ

たが、地区によっては上物の状況等により年度末までずれ込む箇所もあった。

確認調査は原則として、2X2mのトレンチ （試掘溝）を20m間隔で碁盤目状に設定し、埋蔵文化財の有鶯、

性格、 範囲などを調査Lた。

(3)農纂基盤整鑽事婁等と文化財保護に関する協謙

確認調査によって明らかになった事業施行予定地区内の遺跡の広がりは、佐双東部地区1.100m'、佐買匝部地

区261,495-,r{、佐賀北部地区3.000m'、佐賀上場地区）8.300rrfの計283,895-,r{であった。佐伐南部地区では遺跡は

確認されなかった。

この調査結果を基に関係市町村教行委貝会が主体となって個別協譲が行われ、 12月16日に第2回目の合1司会議

を開催し、平成7年度の事業計面と埋蔵文化財保頭との調整がなされた。大方の市町村では、この会譲において

平成 7 年度工事施工分の保存 • 発掘調査面積の綱整が整ったが、佐賀西部地区の佐双市分は、 遺跡確認面積が膨

大であり、綱査体制との絡みから調整は平成7年度当初までずれ込んだ。このような経過を経て渭整を行った結

果、平成7年度工事施工分となった遺跡の大部分は盛±.エ法など設計変更によって保存することになり、残りの

59、lSlrrfについては平成7年度に発掘潤査を実施して記録保存を図ることにしたが、佐伐市分では平成8年度以

降に発掲調査を根り分ける措霞も行った。

平成6年度に市町村教育委貝会が実施した発掘調査 （表2)は、平成5年度に同様な過程で確認調査を実施し、

農寮基盤整債事業等担当部局との協議を経て、記録保存で対応することになったものである。
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2. 講査組織

平成6年度

調査主体

佐賀県教脊委貝会

総括

局長窃島忠平県文化財課長

次長木下 巧県文化財謀参事瀬戸明廣梨文化財課長補佐田平徳栄県文化財諜長補佐

庶務

岩瀬茂生県文化課庶務企面係長

鷲崎義彦県文化諜庶務企画係主査

古屋きよみ 栞文化課庶務企圃係主査

池田 学文化課）.任務企禎j係主査

調査

潤．布主任西田和己 県文化財課指導係長

講査貝 森田孝志 県文化財課指＃係 仁田坂聡 店浄市教育委貝会

徳富 ,WI)久 県文化財課指導係 岩氷雅彦 多久市教育委只会

小松 譲 県文化財課指導係 船井向洋 伊万里市教育委貝会

徳水貞紹 屎文化財課指導係 荒谷義樹 伊万里市教'f't委員会

市）II 沿文 県文化財課指導係 加田隆志 鹿島市教育委只会

川副麻理子 県文化財諜調査係 八培 実 神塙町教育委貝会

福田義彦 佐灯市教脊委貝会 松尾法博 束行捩村教甘委貝会

前田達男 佐賀市教育委R会 太田 睦 中原町教育委貝会

西田 巌 佐賀市教育委貝会 後藤宏爾 鎮西町教育委n会
角借一郎 佐賀市教'(.f委n会 藤井浩司 肥前町教育委貝会

内田孔明 庖津市教行委貝会 有光宏之 ム・海町教育委且会

調査協力

佐賀市教育委貝会 大和町教行委貝会 碁山町教'(-f委貝会

肝津市教育委且会 訂士町教存委n会 中原町教育委貝会

屈栖市教育委R会 神埼町教有委貝会 三根町教育委貝会

多久市教育委貝会 千代田町教育委貝会 上峰町教行委n会
伊万里市教甘委目会 三田川町教'Cf委貝会 小城町教育委只会

武雄市教有委貝会 束仔恢村教育委貝会 浜玉町教育委貝会

鹿島市教有委貝会 脊娠村教育委貝会 七山村教育委n会
川副町教'l'f委n会 三瀬村教育委只会 較木町教育委貝会
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柑知町教育委貝会 布田町教'(.f委貝会

北波多村教育委U会 洒有田町敦育委貝会

肥前町教有委只会 山内町教育委貝会

玄海町教育委貝会 北方町教育委貝会

鎮西町教育委n会 大町町教脊委貝会

呼子町教宥委貝会

九州農政局伊万里開拓事業所

九州農政局筑後川下流農業水利事務所

水資源開発公団筑後）II下流用水廷設所

佐費中部只林賽務所

烏栖農林事務所

武雄農林事務所

鹿島農林事務所

伊万呈戻林事務所

唐津農林賽務所

各市町村土地改良担当課

地元各位

讀査指導

小野 正敏国立歴史民俗博物館
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江北町教育委月会

布明町教討委R会

太良町教育委貝会

塩田町教育委只会

培野町教'tf委貝会



Cl 
応〉

c
 

~ 

＇ ,¥
．
 
/
．l
,
 

ヽ
～．
 ～
 

_r,,--.) 
rヽ,./

長

―̀̀  ＼ 

k I! ;~ 

,: 300,000 ． I● 
＂゚

l::11 I 平成6年度 R業甚位棺jl',ltJ1~~1;にffう文化財逍1f.地Ix.位i7(1刈

Q
 

li 
Ill 償

＝＝＝＝＝＝＝ 
,.」 ,.,― 

”品填re尾,~

佐 I, ll(flll<ll<ll:illll.+はIU鳩馴諏I

＂ 
2. 憎14•1 IG'釉限Ill地IJJ
3. 1• 税町仲1,(北邸地l~l

“ ,I. (IぼIIct~ 辺ヽ lヽ杉紺）
船 5. ・''禰H1lt迅llllt-谷編）

佐 6. ,~n, 「（金"v.北紅地l~l

7. ． “か1.111紀地(()
8. ． (fo)i(lffA!i地RI
l'i 9. 

＾ 
(!tll!tli鵠地(i(}

10, 令 （北11111!饒J,()

II. Ill閾町 I•!分地I,{)

＂ 
12. 1:r-1: ヽ rliXセ北茄饒l<l

13. 多久11il:f. 多入地l<I
J.I, 令 1Jt町地I{)
e1, IS. ． IIH多久地II.)
ft 16, 覗ll,lfI慰HI地Ii」

I'! 11. lべR町 lfi' lil ll!! l~ I

’’’ 郎
It ,s. 1nが1¥,li! 久~-地I~)

19. • (ii(分地Ul

~'O. ． （絨趣l~l

21. • 1駄,1111旭）

＂ 22. ． 1駄ff<f!2M地123. • （中'I!地I~》

2-1. 令 l.j; 須HI地9

北 25. 
＊ （杉ri'MII蟻）

ZG. • （今fiil-tl地I

.一.＇・ ＊ l~ffflHI地l

捻． 令 t1l1(1Jtl~I 
紅； ~- HI 知•r 1 1: ·1<111尾I~)

fl: :w. •.~ii rli ( l:~ 道(~ 11/近地rm

31. 、 !tJII II 閉遁杓~/:.th嶋g,)

J?. . ( ． If、暢ー島且員•l
Ti :13.'帆IJ(I:ら1闊亀(i(<¥<i場1/IJ
Jl, !iiり1/lt閲rill!鯰J111Hflヽ1{1)

I: ぷ． 、 （ ヽ f胃慎綸,~, )

36. 、（ , IJ: 慎鎗Iり）
;i;, 14\l'il「( I・・凸地1~ 1 1,:11\邊lり）

場 鴻．. ( ヽ tr!~.A.I頂11 1 1

凡 例

.II 違遁 謁

-ttlllil(II定 区閏）
-ttlll遍(II定区閏外）

主 I 遭万 遺
n 県遺
Ill ii 

界

＇ ＇ 

二
tt
一
県
一
門
＿町

は＿fl

仕剥濱1i.ill粉

<11l'll"Jl1! 遺"'
l)i!:!.i!'-'Jli遺葬

Cll4'H;ftJ¼ 
r,;,"i寒水じ-1'1111遺l¥f.

,_~lJ1Wll/.lll粉

r<;~:.*U遺粉

（りなHn-1'樗遭往

!• l flllJil-· ~'ltl'這H

'•l ill1J .~, 遺棺
lぃrmiv.illrが
•nilli r·~illtが

n~i,: n渭請

1~ 忠LO檜,11憎liftlが
⑭ lll!III遺杵

d~ 凶遺H・
りヽIllr, ・ぶtたjftU,

〇雑品潤-ti.地Ix.
●兌掘潟1i.itt跡

- 5 -6 -



表 1 農業基盤整備事業等施行予定地区内文化財確認調査一覧表 （平成6年度）

地 Iえ 市町村名 ．い,,地1メ．名 所 a,地 確認調代 揖代結呆 担労名・ 偏~-

佐fi東部 求ir~村 九千部Iii憤断 神均郡東行似村大字松隈 0.1 中・近llt,1;近 松IG 筑前街辺跡

23456789101112131415161718192021222324252627282930313233M祁36

神埼町 -'i'•稲限Iii 神埼祁神埼町):.1:/(¥鮒 l 古tn群 八1.i 天神JG古rn群

中原町 中9以北部 三養某郡中'~町人字l¥'IJ;i 7 遺筋1よ確認されなかった 太田

frli村 林近小杉線 神埼郡行似村人字脱を I 遺跡は籟認されなかった 徳永

::: 瀬村 林道111井谷線 神埼郡．さ瀬村大字藤1q. I 遺蹄Ii確認されなかった 徳直

佐n西部 佐沢市 金：V. 北部 佐費市金；、'r.町人字金．、z 28 弥生時代～中111:集窃跡 前田 上赤井手遺跡、金.1i'.遺跡、権現原遺鯰

金11.lll部 佐賀市金,i:町');,字・了・布 17 t』;/{I時代ー中Ill:集沼跡 西田巌 西千布遺跡

兵l•ll 1N部 佐代市兵w町人字瓦町 35 遺跡1よ確認されなかった 角

兵庫洒部 佐貸市兵w町->:.Tf渕 43 中・近IH:集沿 福田・ 妙常寺北遺跡、妙常寺l軒遺踪

北川糾J 佐賀市北)ll;ilj町人字新郷 12 ・占り↑時代・中lltの遺物が出土した 徳U

!II糾1町 屹分 佐賀郡Ill副町-x.字蛯分 13 遺跡は確認されなかった 森田

“士町 )ふ七北品 佐貨糀富士町);_字中I~ 1.3 遺跡は確認されなかった 徳永・市）II 

多久市 本多久 多久市多久町岡 ， 縄文時代笑洛跡 沿永 悶遺跡

北多久 多久市北多久町).:.字筋JI;(.番j祈 3.2 遺跡は確認．されなかった 沼永

jij多久 多久市i•i多久町字平J(/. 1.2 石岱が数li.UIJ:した 沿水

佐Tt~部 9民K~市 飯田 軋島市大字飯田 6 遺跡は確認されなかった 加田

太良町 伊磁 藤津郡太良町-};.字!JI福 3 遺跡は確認されなかった 徳永・市川

佐Ti北部 伊Jj.'Jt市 脇Jt 伊ガ里市東111代町大字脇'f 27 遺跡は確認されなかった 況谷

脇,t第2 伊）j里市東111代町人字脇,t 20 遺跡は確認されなかった 船片

木須(.fl地 伊Jj里市木須町沢中 8.1 縄文時代a含層、近代遺構 （炭鉱拭掲坑） 船井 頁中遺跡

,t,;t)'i (}10 伊Jj見市木須町宮ノ,ii/ 2.8 縄文・ 占in時代仕含杓、中IH:集裕跡 船井 宮ノIiり遺跡

今岳 伊）i!l! 市人坪町中ili 16 遺跡は雑認．されなかった 船1t

!{fHI 伊）J涅・,tii+ii皮多町){H/l 5 遺跡11,崖認されなかった 船，J卜

11,~r 伊）i携巾大川町東田ft 0.2 遺跡IH濱認されなかった 船井

中.'Jl. 伊m即打え虫町，1/tf 3 遺跳は確認されなかった 況谷

久Jfl. 伊Ji!Rililh代町久,u. 1.3 遺跡は確泌されなかった 荒谷

東分 伊Jj昂・,t;11t代町東分 8 遺跳9よ確認されなかった 況谷

城 伊）i.'l~ 市Ill代町城 10 遺跡は確認されなかった 泣谷

相月l町 ・.,,,11.1: 東松浦郡相匁Illり,,;:・・r-111.1: 10 中Illゾ!:if;跡 徳-,;r

佐fl.I・.場 f.lr i tt•,1; 馬部八幡線 柑iltiti佐．む.HJ: 木 I Ill石岱・縄文時代包含杓 内m 八幡溢遺跳、笹ノ16遺跡

·J~i! ltfjJ•rfi湊 2 弥牛．時代a含桝 1: 田坂 ・兵透遺跡

sn内町 打.I'.・丸,t 東松浦郡Sfljflj•fJ.:.:Hf.1-. 10 遺跡は確品されなかった 後藤

及I~ 東松浦9昴鎮jllj貫f).:,字名汲Ii! JO 中・近IIしの遺物がIIU-.した 後鹸

肥前町 赤坂 東松浦9名肥iii/町J.:.!i'赤坂 I. 7 IU石器・縄文時代伍含柑 藤It- A場通l遺跳

玄i縁員f 棚僑 求松i~il罰玄漏町人字介村 0. 7 遺跡は雑認，されなかった .(j洸：

JHr 東松浦郡玄漏町);. 'r:~{T 0.2 弥,,,_時代in~、中Ill:石敷群 ィ，光 *!t遺跡

-7-8 -



表2 平成6年度発堀調査遺跡一覧表

巾町村名 遺跳名 略 ・サ 遺蹄の1li{1:地 潟介面積 (m'l 調W::+:体./'j・ 鴻介担当名・ 遺跡の内行

瓜
1叫阿111遺跨 FAZ .r.」栖rli'I'・原町,;:J1:川[I 4,875 石橋 中lit城下町関連遺情

柄 ，li 必 柄市教 ti 委 u 会
、i:石愈：足遺跡 FTS .1:~ 栖iti'、'i.石町字If湖、惣：必 16.830 久,,, 縄文時代集石・包含料、古tn群平安・中111:焦洛跡

*H遺趾 II ON :-:; 養屈評9如町J;.:;:nr~ 3.800 弥!f.時代・中111:梨沿跡、 1り/ft群、占代辺路状遺構
中 1点町 中原町教 'ff 委 H 会 ・人 [II 

洒寒水七本掬遺跡 NNY 只養止郡中原町K字Jl;(o'ifi字七・本柳 15,400 弥生時代g地・集沼跡、中tll:集活跡

／せ形J点遺跡 YKT 豆養必郡上約町人字堤字一本松 5.000 会良時代集硲跡
J・. 外町 J: 峠 If 教 'ff 委 n 会 蝕田

堤六本谷遺跡 TTR ご養屈屈.1・.≫.mr人,,:提,,:一本柳 2.000 弥生時代～近111:菜沿肱

・T・ 代田町 * •tii. 本楓l遺跨 II G Y 神均郡・Htru町人字境原:,:五*柳 1.000 ・T・代田町教 ft 委 n 会 提 中・近111:集沼

下fll泉一本椎遺跡 SIS 佐買巾久保泉町k字下.fflJil 5.200 角 弥'I::時代～近Ill:集沼跡

火迎ふ遺蹄 R Kl 佐firli金 ・ヽ,:町K字金 )ヽ: 835 中111:-近111:集裕跡

-.l'i窮I以遺跡 佐fiili金v.町:A;'.;:金ヽ'/. 8 fi 
縄文時代a含柑、中1り：菜｛紅跡WMB 630 

佐 fi °rli 西T布遺跳 NC.: I'-I 佐fけれ~,Y.•rJ.:・;: T・布 851 佐 R rli 教-({委 u＾ ムヽ

,1;1n時代～平安時代集佑跡

友1'{遺跡 佐rirn金ヽ)"_.「 J..:•i:f-./!j
ご 代

弥,,,_時代g地、女良時代ー中llt集沼跡TBS-8-11 2.340 

忠兵傭ill!嗽遺跡 TOY 佐t:trlilt~f(lf)ぐi:瓦町 210 中Ill:―近lit菜浴跡

9り用田 jft~
角

SRO 佐ff'rlil(勢町 ).;. '. f'.I~児田 362 中111;-近JU.集俗跡

多 久 'rli凶遺肱 OKA 多久.,,,.多久町：,,, 刈 l.260 多久 Hi 教'((委 ll 会 (i 水 近111:11¥敷跡

竺 田川町 m予只*松遺跡 TOM 神均1罪・：田川町k.'祖Df・字．一冷：松 262 佐 t'i 県教 if 委 ll 会 JII ;.lJ 縄文時代～弥'I:.時代a含料
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Il. 平成6年度文化財確認調査の概要

1. 佐賀東部地区の調査

-II-

⑥堤六本谷遺跡

⑦本村五本柳遺跡

⑧田手二本松遺跡



(1)東脊振村 （林道九干部山横断綜）

広域基幹林道九千部山横断線 （図3)が、東脊振村大字松隈字九瀬谷の国道38Sf}線から計画されたため、事

前の踏査を実施したところ、翼の坂本から脊採山中宮の霊仙寺、さらに筑前へと通じる r背抵坂」と呼ばれる古

道の一部が事業対象地に含まれていることがわかった。古道保存のため路線変更咎を協謙したが、周辺の地形及

ぴ取付工法の問題から路線の変更は難しく、このため規模、通路面確認のための調査を実施し、あわせて

2,700rrlを対象に地形測量を行った。対象地は標j¥'lj220m前後の脊娠山南斜面に位置する。3ヶ所のトレンチから

通路面は確認できなかったが、いずれも地山を掘削して切り通し状に幅約3mの通路を造っていることがわかっ

た。2トレンチでは、花尚岩の偏平な石や径0,J-0,2mの礫の堆積があり、通路面の舗装材が流失したものでは

ないかと考えられる。また 1トレンチでは地蔵菩薩が確認された。確認調査により古道の存在が明らかになった

ため、工事着手前にさらに調査を実施した。その結果、 1トレンチと 3トレンチの中間から r町石J と呼ばれる

標石が検出された。 「町石」は幅30cm、店さ55an、厚さ15cmあり、上部は欠損している。 「O永十年＋月吉日

重松 （力）九兵衛尉」の文字が彫り込まれている。 「町石」は坂本から霊仙寺まで行く道標で 1町ごとに立てら

れ、村内の修学院の文害には寛永10年(1633)に立てられたと記されている。現在 「町石」は 1町宮と呼ばれる

'11J入り」の起点をはじめ、 5町、 6町、 13町、 14町の位置に存在していることがわかっており、今回検出した

町石は、上部が欠損しているため、何町石かはっきりしないが、 2町石か3町石にあたると考えられる。

今回の潤査で、この古道の造られた時期については明確にできないが、 r町石」の存在とともに r正保四年肥

前一国絵図」には記戟され近世初頭には存在しており、さらに霊仙寺跡等山岳仏教の修験道場との関連を考える

必要がある。

この古道は、周知の埋蔵文化財包蔵地として周知化されていなかったため、 r筑前街道」として周知した。ま

た、エmに際して古道の概略を示す説明板の設置を行っている。

A
 

．
 

,.,. 

図3 束脊振村村林追九千部山横断線トレンチ配置図

-12-



(2)神埼町 （早稲隅山地区）

早稲隈LIi地区 （図4)では、林地保全事業に伴い、神埼町大字尾崎字早稲隈で確認調査を実施した。揉高

174mの早稲隈山は焙の所在地で知られる8の隈山とともに「七隈」と呼ばれる素勝地でもある。この一帝は天

神尾古墳群、日の隈古墳群、西日の隈古墳群、日の尺池古墳群など古mの密集する地域であり、平屈須恵若窯跡
も確認されている。また西方には史跡の帝隈山神篭石がある。

平成6年5月に早稲隈山山頂から北側Lll腹にかけて無数の亀裂が入っていることがわかり、このままでは土砂

崩壊が起きる可能性があるため、平成6年7月に農林部及び神埼町と協議を行い、文化財の有無について急邊確

認講査を行うことになった。8月蕊日-258に実施した確認調査の結果、 2基の古墳と古項の可能性が高い石積

1基、性格不明の集石 1基が確認された。これを碁に8月31日に関係者と協譲を行い、その席上亀裂が頂上部全

域に及んでいることや亀裂自体も大きくなっており、 ISOmの等高線まで掘削を行わないと土砂崩壊の危険性は

回避できず、早急な工邪が必要との報告がなされた。工事用の進入路にあたる古れについては、路線変更等工事

計面との調整を図ったが、地形的に保＃は難しく、最終的に4基の遺揖について神埼町教育委貝会が主体となり、

県教育委貝会も協力して早急に本調査を行うことになった。なお、本調査は9月から行い、 4基とも竪穴系横ロ

式石室を主体部とする5世紀後半-6世紀前半の円mであることがわかった。

図4 神埼町早稲隈山地区周辺地形図 （●は、確認した古墳｝
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(3)その他の地区 （中原町、三瀬村、脊振村）

中原町では、中原北部 （香田）地区を平成 7年度県営隈場整偏半業に伴い、中原町大字蓑／点字烏ノ巣の約

I .Shaを対象に確認潤査を実施した。

濶査対象地は、脊扱山系の石谷山から延ぴる様高約50mの尾根及び丘陵部に位渥する水田及ぴ畑地であり、弥

生時代～古項時代の遺物散布地であるら巣遺跡の範囲に含まれる。また付近には前田原遺跡や冠石古墳群などの

遺跡が存在する。潤査では、 6ヶ所のトレンチを設定したが、遺構 ・遺物は検1llされなかった。

三瀬村では、晋通林道山井谷椀に伴い確認潟査を実施した。

潟査は、三瀬村大字藤原の延長約lOOmを対象に行った。

霜査対象地は、 三瀬村東部の脊採II」中の棉窃約490mの尾根上にあり、尾根の一部が平坦地であることや周辺

の谷部や緩斜面を中心に縄文時代を中心とする遺物散布地が分布しているため、調査を実施した。3ヶ所のトレ

ンチを設定したが．遺構・ 遺物は検出されなかった。

存振村では、高密度林道網整憐半業小杉線に伴い確認潤究を実施した．

閑査は、脊娠村大字腹巻オこ小杉の延長約800mを対象に行った。

講査対象地は、行扱LIJ中の標高的600-670mの尾根上にあり、現地踏査により確認した平坦部3ヶ所にト レン

チを設定したが、遺構・遺物は検出されなかった。

2. 佐賀西部地区の講査

(1)佐賀市（金立北部地区・金立南部地区・兵庫南部地区・兵庫西部地区 ・北Ill副地区）

金立北部地区 （図6)は、平成7年度県営圃場整偏事業に伴い、佐奴市金立町大字金立の28haを対象に確認

調査を実施した。

調査対象地区は行娠I.II系から派生する舌状の洪杭台地上とその谷IM]の標裔15-23m*rn及び畑地である。対象

地区全域が周知の埋蔵文化財包蔵地にあたり、東側が縄文時代ー中世の遺物散布地である上赤井手遺跡、北側と

附西側はそれぞれ縄文時代～古項時代及び中世の遺物骰布地である金立遺跡と権現原遺跡の範囲に含まれている。

周辺では、上赤井手遺跡の北方に位！荏する来迎寺遺跡の調査で縄文時代中期の遺物払含励と平安時代の遺楕が網

査されている。金立遺跡のすぐ北方に位筐する大門集落内では純文時代の遺物包含屈と弥生時代の甕棺墓群の調

査が行われている。また長崎自動車道廷骰に伴い大門西遺跡では弥生時代前期末ー中期前半と古項時代の集落及

ぴ古用の関査が、六本黒木遺跡では弥生時代中期前半の史棺廷群と古項の祖査が行われている。

悶査は、対象地区内の為畑、比海がある田面、水路 ・道路予定地を中心に110ヶ所のトレンチを設定している。

その結米、 検出した遺構は大さく 7群に分けられた。I群 (24-26・31-46・70-72トレンチ）は、市道大門線

の束西にまたがる棚田と畑地で、検出した遺構は溝、土壊、竪穴住居跡、小穴を確認し、弥生時代後期と奈良 ・

平安時代の遺物が出土している。遺構密度はかなり高く 、少なくとも70,000m'以上の面積を占める。D群 (50・

51トレンチ）は、 ・1群から谷問を挟んで西方の棚田で、遺楕は土吸、小火を確認し、平安時代の遺物が出土して

いる。面積は約2.000叶ある。lll詳(59トレンチ）は、n群の北西に位置する畑地で、遺構は土堀を確認し、古墳時
代の遺物が出土している。面積は約800rrfある。IV群 (61・62トレンチ）は、 1群から谷［日を挟んで酉方に位阻す

る畑地で、遺情は土城、溝を確認し、弥生時代～古墳時代の遺物が出土している。面積は約2,400rrfある。 V詳

(67トレンチ）は、 N群の南東に位腔する高畑で、遺構は土坂と,1ヽ穴を確認し、中世前半の遺物が出土している。
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図6 佐賀市金立北部地区 トレンチ配置図
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~I詳 (73·75-90 トレンチ） は、 I群南方の在畑と田面で、遺構は溝、土濃、小穴を確認し、中世前半～後半の

遺物が出土した。面積は45.000rd以上にのぽる。¥I群 (94・96トレンチ）は、VI群の西方に位慨する棚田で、遺

構は溝、 土慣、小穴を確認し、中世前半の遺物が出土している。面積は約l.600rdある。

金立北部地区の確認調査では、洪積台地上面に弥生時代中期～中世後半期に至る広範囲で濃密な遺構の分布が

確認でき、その面積は124.000rdを上回った。

金立南部地区 （図7)は、平成7年度県営lilll場整燐事業に伴い、佐賀市金立町大字千布の17haを対象に確認

調査を実施した。

調査対象地は、佐賀市北部の標高Sm程の低平な平野部で、部分的に高畑が点在する。対象地の大部分は弥生

時代～中世の遺物散布地である西千布遺跡に含まれている。周辺では、東千布遺跡で弥生時代前期ー中期の甕棺

墓詳が、久宮遺跡では古墳時代初頭の集落が、友貞遺跡・ 干布二本焦木遺跡では中世の集落が確認されている。

調査は、水路・道路予定地及び高畑を中心に51ヶ所のトレンチを設定し、 I-7・19・23・25・28-30・32・ 

33・36-45・49-51トレンチで遺構を検出した。高畑が点在する対象地の北側では、古墳時代を中心とした集落

が、南側の平坦地では平安時代～中世を中心とした集落が広がっているものと考えられる。遺構は、竪穴住居跡、

土慣、溝、小穴等を検出した。特に店畑及びその周辺では遺構密度が高い。また4-6トレンチで検出した溝は、

中世居館を区両する溝になる可能性もある。遺物は古墳時代～中世にかけての土師器、黒色土器等が出土している。

金立南部地区では、遺跡は古墳時代を主体とする地区と中世を主体にする地区に分けることができ、遺跡の広

がりは、事業対象地のほぼ6割近くの約!Ohaにのぽっている。

兵庫西部地区 （図8)は、平成7年度農地還元資源理活用事業に伴い、佐賀市兵庫町大字下渕の43haを対象

に確認謂査を実施した。

調査対象地は、佐賀市東部の標高3.3m程の低平な平野部で、周辺にはクリークが縦横に走っている。対象地

北側の一部が周知の埋蔵文化財包蔵地である淵川城跡の範囲に入っている他は未周知地区であり、埋蔵文化財の

確認調査例は極めて少ない。

調査は、水路予定地を中心に58ヶ所のトレンチを設定し、その結果33-35・39トレンチで溝、土漿、 小穴を検

出し、中世から近世の土師器、磁器等が出土した。 遺構が検出された箇所は、周辺がクリークに囲まれた r島J

状の部分であり、小規模な居館が想定される。またこの地区は未周知であったため、 r妙常寺北遺跡J、 r妙常

寺南遺跡J として周知化した。

兵庫南部地区は、 干拓地等農地整備事業に伴い、佐賀市兵岸町大字瓦町の35haを対象に確認調査を実施した。

調査対象地は、佐賀市東部の周辺にクリ ークが縦横に走る標高3.3m程の低平な平野部であり、周知の埋蔵文

化財包蔵地は含まれていない。水路予定地を中心に71ゲ所のトレンチを設定し、このうち 3ヶ所から土濃状落ち

込みと溝状の落ち込みを検出したが、この周辺に近・現代の「蔵」が建っていたこともあり、こららの落ち込み

は近・現代のものである。その他は遺構・遺物とも検出されなかった。

北川覇地区は、 干拓地等農地整備庫業に伴い、佐賀市北川副町大字新繹八田本村地内の12haを対象に確認潤

査を実施した。

調査対象地は、佐賀市街地隋東方、佐償江川から南に水が抜ける八田江左岸の標高約2mの水田部に位置する。

対象地内には周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しないが、周辺には木原遺跡・袋遺跡などの中世の遺物散布地が点

在する。また八田江沿いの八田宿9よ` 江戸期に佐買城下からIll副下郷犬井道へ抜ける道沿いの街村で船奇き場と

して栄えた。調査は、対象地に31ヶ所のトレンチを設定したが、顕著な遺構は確認できなかった。確認できた遺
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図7 佐賀市金立南部地区トレンチ配置図
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図8 佐賀市兵原西部地区トレンチ配置図
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揖は、八田布裏で昭和期に埋められた溝渠跡のみである。遺物は、 5ヶ所の トレンチから古墳時代及び中世の土

器片が出土したが流れ込みによるものである。北）II副地区では顕著な遺揖は確認できなかったが、周辺には小規

撲な生活遺構が存在する可能性がある。

(2)多久市 （本多久地区、北町地区、南多久地区）

本多久地区は、県営中山111l地域農村活性化総合整偏事業に伴い、多久市多久町字岡の 9haを対象に玲認調査

を実施したが、このうち4haは平成6年度分の追加工事対象地である。

調査対象地は、占野川と松瀬川に袂ま‘れた標高約30-38mの水田である。対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地に

含まれていないが、周辺には縄文時代 ・弥生時代の遺物散布地である岡遺跡や九州横断自動車迫 （長崎自動車

道）建設に伴い昭和57年度に調査が行われた旧石器時代・縄文時代の山王遺跡が分布する。

調査は、水田に40ヶ所のトレンチを設定L、このうち 7・8・14・16・19-21・ 26・29トレンチで小穴、溝状

遺構を検Illした。 7・8・トレンチの小穴およぴ29 トレンチから古墳時代の土師器が、 14·16 · 19-21 • 26トレ

ンチから縄文時代の土ゼ；； • 石器が出土しており、古墳時代および縄文時代の遺跡が確認された。このため岡遺跡

の範囲を拡大し、周知化した。なお、平成6年度分の追加工事対象地に遺跡が含まれるため、遺構が削平される

1,260rrlの発掘調査を平成7年1月10日から実施している。

北町地区は、農地等鉱害復旧事業に伴い、多久市北多久町大字小侍の3.2haを対象に確認調査を実施した。

閥査対象地は、柚木原川両岸の標高36-52mの水田部であり、周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれていないが、

周辺には旧石器時代と縄文時代の遺物散布地である経ノ峯遺跡がある。

調査は、水田に35ヶ所のトレンチを設定したが、表土からI.Sm下まで柚木原川の洪水を物語る層が煎なって

おり、遺構は確認できなかった。 遺物はサヌカイトの横長剥片と土師器の細片が出土しているが、いずれも流れ

込みによるものである。

南多久地区は、 農地等鉱害復旧事業に伴い、多久市南多久町字平原のl.2haを対象に確認調査を実施した。

償査対象地は、標高160-190mの狭い谷部に位置し、 周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれていないが、西方に

は旧石器時代・縄文時代の遺物散布地である天ヶ瀬遺跡がある。天ヶ瀬遺跡は、旧石器時代遺跡と して若名な茶

園原遺跡 ・三年山遺跡などと共に広範囲な多久尖頭器遺跡群に含まれている。

調査は、 26ヶ所のトレンチを設定し行った。 遺揖は検出されなかったが、石器が数点出土しており、周辺の丘

陵平坦地には遺跡の存在も想定される。

(3)その他の地区 （川副町、富士町）

川副町は、蛯分地区を団体営農村碁盤総合整備事業に伴い、川副町大字蛯分の13haを対象に確認調査を行った。

調査対象地は、川副町の南部標高約I.Smの沖積平野の水田部に位匠している。対象地の北東約1.5kmには、

中世の集落跡 ・館跡である脆ノ江遺跡、鹿ノ江城 （館）跡がある。

講査は、水路として掘削される水田部に23ヶ所のトレンチを設定して行ったが、遺構・遺物ともに検出されな

かった。

富士町は、宮士北部地区を県営中山1l11地域農村活性化総合整傭事業に伴い、富士町大字中原のJ.2haを対象に

確認調査を行った。

調査対象地は、標高約330mの尾根上にあるが、旧地形は比較的急な斜面と考えられ、現況では尾根を切り開
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き水田及び畑地にしている。縄文時代の遺物散布地である中原遺跡に含まれ、遺跡の東方、神水）IIを挟んだ対岸

の大野集落には中世の大野遺跡と、近世の大野代官所跡がある。また調査対象地南側の神社付近には rヤカタド

コロ （館所？）」の呼称も残っており 、中 ・近世の館跡との関連もうかがえる。

調査は、 4ヶ所のトレンチを骰定して行ったが、 遺構は確認できず、 遺物は客土中よ り縄文土若 ・土師器の小

片、黒曜石 ・サヌカイトのフレイクが出土している。関査対象地は、旧地形等により遺跡は存在しないものと考

えられるが、周辺については注意が必要である。

3. 佐賀南部地区の講査

佐賀南部地区は、鹿島市、塩田町で確認讚査を実施した。

鹿島市は、飯田地区を県営担い手育成基盤整傭事業に伴い、鹿烏市大字飯田の 6haを対象に確認調査を行った。

調査対象地は、太良岳から延ぴる馬鞍状の尾根と尾根に挟まれた狭い谷地で、河川による俣食が若しい地域で

ある。周辺には、飯田地区を挟んだ北と南の尾根の先端に縄文時代の遺物散布地である大崎遺跡、本浦遺跡がある。

調査は、飯田日当川両岸の標高20-SOmの水田に57ヶ所のトレンチを設定して行ったが、河川の侵食が撤しく

また頻繁に流路を変えていたと考えられ、遺構・遺物はともに検出されなかった。

太良町1ま、伊福地区を団体営農地還元資源利活用事業に伴い、太良町大字伊福字,jヽ浦の3haを対象に確認調

査を行った。

溝査対象地は、太良岳から派生する丘陵の裾部から南飼の谷部へと萩く段部にあたり、旧地形は比較的傾斜の

緩い斜面であったと考えられる。調査対象地の北側屁根筋には伊福1-3号項、伊福湯牟田古墳が点在する。伊

福湯牟田古墳は横穴式石当を内部主体とする円墳であり、昭和63年 (1988)に町史跡に指定されている。この他

南側丘陵端部には奈良一平安時代の遺物散布地である椎木坂遺跡がある。

調査は、段部の水田4ヶ所にトレンチを設定したが、近世以降の染付小片 1点が出土したのみで、遺構は検出

されなかった。

＂` 漏

図10 佐賀南部地区周辺地形図 (1:100,000)

1. 鹿島市 （飯田地区） 2. 太良町 （伊福地区）
-22-



4. 佐賀北部地区の調査

図11

1. 伊万里市 （久原地区）

2. .. (東分地区）

3. .. (城地区）

4. .. (&野団地）

佐賀北部地区周辺地形図 (1:100,000) 

5. 伊万里市 （脇野第2団地）

6. ,, (中里地区）

1. ,, (木須団地）

8. ,, (木須里団地）
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9. 伊万里市 （今岳団地）
10. ~ (府招団地）

11. ~ (山倉地区）

12. 相知町 （乎山上地区）



(1)伊万里市 （木須団地 ・木須里団地・脇野団地・脇野第2団地・今岳団地・府招団地・久原地区・寮分地

区 ・城地区 ・中里地区・山倉地区）

伊万里市では、国営伊万里地区総合農地開発事業に伴い、木須団地、木須里団地、脇野団地、脇野第2団地、

今岳団地、府招団地、鉱害復旧事業に伴い久原地区、東分地区、城地区、県営圃場整偏事業に作い中里地区、農

林漁棠用揮発油税財源身替農道整偏事業に伴い山倉地区の確認調査を実施した。

木須団地（図12)は、伊万里市木須町字真中の8.12haを対象に確認潤査を行った。

調査対象地は、城古岳から派生した丘陵が矢竹JIIと接する標嵩8-23mの水田部で、 JM知の埋蔵文化財包蔵地

には含まれていない。周辺には、中世の寺院関連遺踪の観音屋敷跡があり、伊万里涛沿i社部には近世の瀬戸塩田

跡群がある。

調査は、工事により削平を受ける部分を中心に19ヶ所のトレンチを設定し行った。このうち19トレンチで、旧

石器時代から縄文時代にかけての瞑さ30-40cmのa含層を確包し、閉曜石製のナイフ形石器、スクレイパー、剥
片などが出土している。また6トレンチでは明治期に掘られた炭鉱の縦坑を検出した。この縦坑は拭掘用のもの

で、開発に際しては英国人鉱山技師モーリスが指導にあたっている。 しかし石炭は産出されず、 明治9年

(1876)には出畑に復113された。縦坑は、平面悶丸長方形で、規校は約7.5X4.3mある。包含屑等を確認したた

め、兵中遺跡として周知化した。

木須里 （図13)団地は、伊万里市木須町字宮ノ前の2.8haを対象に確認胴査を行った。

鉗査対象地は、木須Jll によって形成された扇状地上に位匿する標~9.5-l?mの水1I1部である。 周辺の丘陸部

には縄文時代の遺物散布地である-~越遺跡 ・宮ノ前遺跡・駄辺遺跡や一部本悶査により縄文時代から中jff;Iこかけ

ての遺物包含層が確認された木須鮒遺跡が分布している。

毀査は、 64ヶ所のトレンチを設定し行った。その結采、 17トレンチで縄文時代の包含層を、 18トレンチで占tl't

時代の包含層を、 18・19トレンチで中世の柱穴を、 20トレンチで中世の包含層を確認した。遺物は、 17トレンチ

で縄文土器 ・石器が、 18トレンチで古項時代の土師器と中世の輸入掏磁器が、 19・20トレンチで翰入渕磁器など

が出土した。他のトレンチからも包含屑や遺構に伴わないものの縄文時代や中世の遺物が出土しており、 当初の

遺跡の範囲はかなり広く 、後世の水田開発によって削平を受けたものと考えられる。今回、新たに遺跡を籟認し

たため、宮ノ前北遺跡として周知化した。

久原地区・東分地区・城地区は、国見山系から東に旅生した丘駿の尾根上や丘陵に1火まれた扇状地及び急傾斜

の谷地に立地した水田部が調査対象地区である。

久原地区は、伊万里市山代町大,:;:久原の13haを対象に確認綱査を行った。標f.!i4 -94mの水EEi部であり、祖

究対象地区の北側が縄文時代の選物散布地である伊勢越遺跡に一部含まれ、また古墳時代の遺物散布地である小

浪瀬遺跡と隣接している。

綱査は、 44ヶ所のト レンチを荻定し行ったが、遺構 ・遺物ともに検出できなかった。

束分地区は、伊万里市u,代町大字束分の 8haを対象に確認潤査を行った。 1記f.!il40-240mの水田部であり、
詞査対象地区の大部分は、 縄文時代～古用時代の遺物散布地である上松遺跡と七田遺跡の範囲内にあり、また北

側は縄文時代の遺物散布地である郷山遺跡と隣接している。

濶査は、水田部に16ヶ所の トレンチを設定して行ったが、遺構 ・遺物ともに検Illできなかった。

城地区は、伊万呈市山代町大字城のIOhaを対象に確認調査を行った。標庶46-191mの水田部であり、訓査対

象地区北側には縄文時代遺物散布地の狩場遺跡、東側には縄文時代～古墳時代の遺物散布地である北切遺跡 ・沿
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図12 伊万里市木須団地トレンチ配置図
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谷遺跡、南側には縄文時代の遺物散布地である見原遺跡が分布している。

躙査は、 20ヶ所のトレンチを設定し行ったが、遺楕・遠物ともに検出できなかった。

脇野団地は、伊万里市東Ill代町大字脇野の27haを対象に確認調査を行った。

讃査対象地区は、国見I.Ir系から北東に派生した標高45-HlOmの扇状地に立地しており、現状は棚IIl及び荒地

である。調介対象地区西側の丘陵には、旧石器時代ー縄文時代の岩陰遺跡である白蛇山岩陰遺踪があり、昭和46

年 (1971)及び48年 (1973)年に佐賀県立博物館により綱査が行われ、昭和59年 (1984}に佐釘梨史跡に指定さ

れている。

調査は、 31ヶ所のトレンチを設定して行ったが、このうち 4ヶ所のトレンチで旧地形の落ち込みを確認した他

は遺構 ・遺物ともに検Illできなかった。

脇野第2団地は、伊万里市東山代町大字脇野字高ノ峯の19.96haを対象に確認甜究を行った。

講査対象地区は 、 -~帽子岳から派生した丘餃と丘陵の間に広がる谷水田に立地している。烏帽子岳から派生し

た丘陵上には遺跡が点在しており、縄文時代の遺物散布地である長谷平遺跡や中世の和田城跡などがある。

調査は、22ヶ所のトレンチを設定して行ったが、遺構 ・遺物ともに検出でさなかった。

中里地区は、伊万里市二里町字古野の3haを対象に確認濶査を行った。

詞査対級地区は、有田JIIの西岸及ぴ有田川の支流吉野川の南岸の河岸段fr.上に立地した、標高20-4lmの水田

部である。謂1r.lを北憫はとrtl11!11よ縄文時代～弥生時代の遺物骰布地である中里一本杉遺跡と吉野遺跡にそれぞれ

隣接している。

調査は、 23ヶ所のトレンチを設定して行ったが、遺構・遺物ともに検出できなかった。

今岳団地は、伊万里市大坪町大字中道乙の16haを対象に碗認調査を行った。

苫査対象地区は、今岳から派生した揉窃30-J26mの丘陵上に位置し、現状はll.l林、米樹園、畑、水田である。

誨査対象地区内には、丘陵上を中心に縄文時代の遺物散布地である憩場遺跡 ・梅木谷遺跨 ・糸陸敷遺蹄があり、

周辺にも今岳原遺跡 ・柏別遺舒 ・前LIJ遺跡などの縄文時代の遠物散布地が分布している。

調査は、 93ヶ所の トレンチを設定して行ったが、遺構 ・遺物ともに検出できなかった。内査対象地区は地形か

らみて遺跨の存在がうかがわれるが、明治43年 (1910}に耕地造成が行われており、その時点でかなり削平を受

けていると考えられる。

府招団地は、伊万里市南波多町大字府招の5haを対象に確認謂究を行った。

鴻査対象地区は、標硲64-72mの丘陵上に位散し、現況はLIi林である。調査対象地区の一部は、縄文時代の遺

物散布地である船川遺跡や中世の山城である椎蜂城踏の範囲に含まれている。

讃査は、山城の曲輪と想定される部分を中心にIIヶ所のトレンチを設定して行ったが、明確な遺構は確認でき

ず、遺物も出土しなかった。

山倉地区は、伊万里市大川町束田代の農逍予定区llll25-0mを対象に確認調査を行った。

祖査対象地区は、八幡岳から派生した丘陵の西憫斜面に位誼Lた標窃約320mの山林及び水田であり、隣接地

の丘陵上には中世の遺物散布地である田代遺跡がある。

綱査は、田代遺跡の隣接地を中心に 8ヶ所のトレンチを設定したが、遺構 ・遺物ともに検出できなかった。

(2)相知町 （平山上地区）

相知町は、平LIJ..I:地区 （図14)を県営中IJJllll地域只村活性化総合整偏事業に伴い確認綱査を実施した。
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図14 相知町平111上地区ト レンチ配四図
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調査は、東松浦郡相知町大字平山上の!Ohaを対象に行った。

閲査対象地区は、八幡岳から北に流れ出す松浦川の支況平UI川が作る谷底平野部に位麿する。潤査対象地区内

には周知の埋蔵文化財包蔵地は含まれていないが、周辺では、谷底平野部の微嵩地を中心に縄文時代の遺物散布

地である原田遺跡や中世の遺物散布地である岩本遺跡が、また谷に北面する丘陵上には縄文時代や弥生時代の遺

物散布地である西谷遺跡・受泉寺遣跡・尾部田逍跡などが分布している。

謁査は、水田部に22ヶ所のトレンチを設定し行った。このうち平r!IJII北側の水田部に設けた9トレンチから

ビット ・溝状遺構を、 10トレンチから遺構と考えられる大きな洛ち込みを検/11L、9トレンチのビットから中lit會

の土師器が出土した。 9・JOトレンチを設定した水田は、北側の山地から舌状に延ぴる尾根の先端部にあたり、

現在の水田面は平坦であるが、その下に舌状の比較的良好な碁盤層が存在するものと考えられる。この9・ 10ト

レンチ付近を中心とした約l.200nfを平山上遺跡として周知化した。なお、平山上遺跡の取扱いについては、 町

及ぴ県哀林担当課と協議を行った結果、設計変更し盛土による保存を行うことになった。

5. 佐賀上場地区の調査

(1)唐津市 （上場地区 （雲透地区）・上場1I期地区 （湊大山地区・支線道路4号八幡一馬部線））

上場地区は、県営畑地帝総合土地改良事業に伴い揉透地区 （図16)で確認潤査を実施した。

筑査は、店津市袷の2haを対象に確認調査を行った。

唐津市西部に位沢する湊ー帝は、上場台地の緑端が急激に硲ち込んだ海岸部にあたり、 開析谷に延ぴ出す低丘

駿と海流によって形成された砂丘と後背湿地上にあり、製査対象地区は関析谷の南斜面に立地する。周辺の遺跡

は地形的にも様々な様相がみられ、台地では十連遺跡などの旧石倍～縄文時代の遺跡が数多く分布する一方、近

年の甜査で淡中野遺跡 ，上場松尾後遺跡 ・J:楊柴尾遺跨から弥生時代後半一古項時代前半の集落遺携も確認され

ている。雲透地区に隣接して湊鼓古J)'!群があ り、砂丘上には鎌往-iii町峙代の館跡と して多深の遺物を出J.:した

湊松本遺跡がある。

詞脊は、 25ヶ所のトレンチを設定し行った。その結果、 18-23トレンチから良好な弥生時代の包含層を確認し、

遺構の存在が予想でさた。 遺物は、19トレンチから弥生中期の土器片、 18トレンチから土錘 ・黒耀石片、20・

22・23トレンチから黒曜石片が出土した。18-23トレンチについては、弥生蒔代の遺跡の広がりが想定できる．

上楊0期地区は、県営畑地布総合土地改良事業に伴い湊大山地区で、また支線道路4号八幡一馬部線に伴い帷

認紺査を実施した。

淡大山地区は、唐津市淡の0.5haを対象に確認潤介を行った。

調査対象地は、様高28-44mの上場台地の開析谷と台地の境にあたる谷水ID部である。

潤査は、6ヶ所のトレンチを設定し行ったが、土層状況から全体的に耕地造成による削平、盛土が認められ、

かつてはかなり急峻な傾斜地であったと考えられる。表土層から流れ込みによる近世以降の陶磁器片が出士した

他は遺構・遺物とも検出できず、遺跡の存在は認められなかった。

支線道路4号八幡一馬部線 （図17)は、唐津市佐志浜町から店津市枝去木字草履作までの戻道であり、潤査対

象地は上場台地の椋辺部にあたる。周辺を含めた台地上には旧石器一縄文時代の遺跳が数多く点在し、甜査対象

地区内には八幡溜遺跡 ・黒能遺跡が、周辺には近年調査された卒履作遺跡 ・枝去木tlJ中遺跡 ・馬部甚蔵山遺跡 ・

笹ノ尾遺跨群などがある他、 文様 ・寝長の役に際し築かれた肥前名護屈城への太閤道と呼ばれる古道が通り、八
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図15 佐償上場地区周辺地形図 (1:100,000)

1. lk泊市（上場地区 (~透地度）） 5. 玄海町 (.I卦hNJIJI地区 (Jk倉地区） ）
2. • (上場n期地区 (i癸大Ill地区）） 6 ,, ( ,, {棚捻地区））

3. • ( • (八幡一馬部線）） 7 . • 〔 . (大検地区））

~. 肥前町（上楊Ill期地区（赤坂地区） 8. 鎮西町〔上楊地区（及原地区）〕
9. "' 〔 "' (打上丸野地区））
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図16 唐津市上場地区（雲透地区） トレンチ配誼図
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図17 唐津市上場0期地区 （支線道路4号八幡一馬部線） トレンチ配置図

幡溜市には太閤一里塚が建てられている。また佐志地区の下場には、縄文時代中期からの空白の時期を埋めつつ

ある徳蔵谷遺跡がある。

謂査は、当初25ヶ所のトレンチを設定して行う予定であったが、未承諾などにより19ヶ所に減った。調査の結

呆、 I・2・5-7・11・12・14・16・17トレンチから旧石器時代～縄文時代の遺物が出土した。 そのほとんど

が黒曜石であるが、このうち 7トレンチから三稜尖頭器が、 12トレンチから縄文土器が出土している。また 1• 

2・7・12・17トレンチは良好な包含層が残っている。

(2)肥前町（上場m期地区 （赤坂地区）〕
上場m期地区は、県営畑地帝総合土地改良耶業に伴い赤坂地区 （図18)の確認関査を実施した。
置査は、束松浦郡肥前町大字赤坂のI.7haを対象に行った。

赤坂地区は、東松浦半島の南、伊万里市境に接する揉高約180mの上場台地上にある。潤査対象地区は、丘陵

部の先端とその斤．陵部から落ち込む谷部であり、丘陵地は荒地、谷部は水田になっている。調査対象地の一部は

縄文時代の遺物散布地である丸尾U遺跡があり、周辺にはいずれも縄文時代の遺物散布地である丸尾I・ ill遺跡、
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赤坂l・II遺跡がある。

製査は、 10ヶ所のトレンチを設定し行った。このうち、 8トレンチから不整形の土慣を 1期検出し、黒嘔石片

が出土した。JOトレンチから煤曜石片の他縄文土器が出土した他、付近の畑からナイフ形石器を表採した。この

結呆、 北側丘絞部の先端には石器 ・縄文土器が出土する包含層があり、付近の躇査等とあわせて、北側丘陵部に

は9日石器時代ー縄文時代の遺跡が存在すると考えられる。

(3)玄海町（上場N期地区 （長倉地区・棚橋地区・大橋地区））

上場1V期地区は、県営畑地帯総合土地改良平業に伴い長倉地区・棚橋地区 ・大極地区で確認調査を実施した．

長倉地区 （図19)は、東松浦郡玄海町大字長倉の0.13haを対象に確認調査を行った。

調査対象地区は、上場台地から西流して仮屈湾に注ぐ有浦川の右岸、標高7-9mの畑地である。周辺には中

枇の高江城跡や近世の諸浦窓跡があり、諸浦烹跡は、町内唯一の窯跡であり、町史跡に指定されている。

当地区については、平成2年度に一度確認潤査を実施し、水路予定地に弥生時代の石棺墓が検出されたため、

保存を前提として水路の変更を実施してきた地区であるが、有浦川の護序堤防との高さ調整などから全体的に現

地表面から削平する計両があがったため、再度確認潤査を実胞したものである。

調査は、石棺硲付近を中心に8ヶ所のト レンチを設定し行った。石棺¥の他、 3トレンチから大小の礫を敷き

詰めた石敷遺構が検出された。石敷遺構は、上面が全体的に揃い、人為的なものである。また lトレンチからは

王石が検出され、石敷遺1鼻との関連性をうかがわせる。 1・ 3トレンチからは13慨紀-14世紀にかけての中国 ・

朝鮮製の陶磁器類が出土している。この他2・4・5-7トレンチでは、縄文土器片や黒曜石片等が出土したが、

遺構は検出できなかった。この結呆、縄文時代の遺物は出土するものの遺構面は後世に削平された可能性が高い

が、弥生時代及び中世の遺揖の広がりは確認できた。特に中世の遺構は、松浦党の有浦氏との関連から注目され

る遺構である。

棚槙地区は、玄海町大字今村字欄抵の0.7haを対象に確認調査を行った。

潤査対象地区は、上場台地北西部の標高104-124mの丘陵部で、現在は山林、畑地及び原野になっている。周

辺には、縄文時代の遺物散布地である大橋遺跡、棚橋遺跡がある。

紺査は、工事で削平を受ける部分を中心に15ヶ所のト レンチを殷定し行ったが、遺構・遺物ともに検出されな

かった。

大橋地区は、玄海町大字今村字大橋のl.37haを対象に確認調査を行った。

調査対象地区は、上場台地の北西部の標嵩105m前後の丘陵部で、現在は原野及び畑地になっている。隣査対

象地区は、周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、縄文時代の遺物散布地である大橘遺跡が北側に隣接している。

調究は、工事で削乎を受ける部分を中心に7ヶ所のトレンチを設定し行った。 周辺の畑地や一部のトレンチの

表土に黒躍石が散布しているが、遺物包含培は認められず、後世の畑地造成でJ'IIJ平された可能性が高い。

(4)鎮西町 （上場地区 （麦原地区・打上丸野地区）〕

上楊地区は、県営畑地帝総合土地改良事裳に伴い変原地区 ・打上丸野地区で確認調査を実施した。

麦原地区（図20}は、東松浦郡鎮西町大字名護民字飯塚の0.4haを対象に確認潤査を行った。

調査対象地区は、上場台地の北部にあり、丘陵と丘陵に挟まれた谷状の水田部に位憤する。この一帝は、文

様 ・慶長の役に際し肥前名護屋城跡とともに築かれた全国諸大名の陣屋の跡が数多く分布しており、調企対象地
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図18 肥前町上場皿期地区 （赤坂地区）トレンチ配筐図
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図」9 玄湛町上場IV期地区 （長倉地区） トレンチ配設図
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に隣接する北及び菓の斤．餃には、蒲生氏祖5、加藤光泰に比定された陣跡がある。また、綱査対象地酉側ー帝は、

佐買県立少年自然の家建設に伴い平成5年度-6年度にかけて、氏家行I勾飩跡、足利義昭陣跡、ウシロド遺跡、

7ナゼ遣跡の発掘戯査が行われ、氏家行広陣跡では、陣屋を訓む空堀跡、石粗の賠渠、 二十数軒の掘立柱廷物跡

ゃ王砂利敷きの通路が維認され、大きな成呆をあげている。

調'1f;l;I、6ヶ所のトレンチを設定し行ったが、 1トレンチと 4トレンチ下層から敷き詰めたような礫群が検出

されたが、周辺の地形や深さから陣跡関連のものとは考え難く、水田を作る際の苓盤と思われる。遺物は、名護

屋城期のJtJ器片が 1トレンチから、他のトレンチから土器片や近世以降の陶磁器片などが出土しているが、いず

れも流れ込みと考えられる。

打上九野地区は、鋲西町大字打上字）L野の!Ohaを対象に確認調査を行った。

調介対象地区は、丸001川流域の保嵩約70mの傾斜地に位硲し'4ヶ所のトレンチを註定したが、 近世以降の掬

磁器Ji・が数.'.'fillI・. した他は、遺構・逍物ともに検出でき なかった。

6. 筑後/II下流用水事業に係る詞査

水1浪阻l兌公f.11(筑後JII'下流用水建設所）による筑後川下流用水事棠に係る確認潤査は、大詫l閉幹線水路の諸

店第5:J.:区、小fiL/ll水機場、佐鉗東部荘水路の二田JI(中部第2エ区、六津崎・三根分水エ、北茂安西部第4-2

工区、 北rえ安東部第6-2エ区について確認頷査を行った。

(1)佐賀東部導水路（城原川以西） ・大詫間幹線水踏

甜成第n:区（佐賀郡猜むIQf大字大堂 ：確認祖査対象面積607.Srrr)及び小杭用水機場 （託富町大字大蕊：確

認調査対象面積920rrf) は、佐賀乎野の南東部、筑後川 ・イHi江川などの大小の河川に囲まれた標i'/1;2-3mの

沖積平野である。当該地区は小杭屈敷迅跡 （弥生 ・近世）の中にあるが、今回の闘査では遺構 ・遺物は検出でき

なかった。また、下層では布明粘土陪と呼ばれる','f灰色系の粘上層が見られた。クリ ークを挟んだ北側には、小

抗村中遺跡 ・土師本村遺跡・ 太田本村遺跡などがある。

(2)佐賀東部導水路 （城原JII以東）

三田川中部第2J.: 区（神埼郡三田川町人字田手 ：碓認凋査面積1.21srrr)は、田手川の東岸、標il);S.9-9.lm

の水田部にある。頃査は、 7ヶ所の トレンチを設定Lて行ったが、遺構，遺物ともに検出できなかった。

六津崎 ，三根分水エ （三炎差郡上峠町大字坊所 ：確認潤．究対象面積588m')は、切通）IIの西I?様高5-6mの

水田部である。当該地は、平成3年度に紺査が行われた坊所三本松遺跡の南側にあたるが｀遺構 ・遺物の検出は

できなかった。また、 1、レンチの下層では黒色の植物麻植土の堆積が見られたことから、本来は沼地であった可

能性が考えられる。

北茂安西部裕4-2 I~ 区 （竺使晶郡北茂~lllf);.:·j•:中津隈：確認調如す象面積380n{)は、りJ通川の西岸様商4

-5mの水田部である。ここでは、トレンチの下層において訊物腐紅I:は見られたが、遺構 ・遺物は検出できな

かった。 北茂安東部,r'l6 -2」:1を （北茂安町k字束It)は、切油）11・ 筑後川・寒水JII等の周辺河川によって形成

された印・:;4 -6 "'の水田部である。当該地では沿構・遺物ともに検出できなかったが、トレンチの下層におい

てl□iu/111もしくは氾溢9以と芳えられる砂層が見られた。

-36-



図20 鎮西町上場地区 （変原地区） トレンチ配謹図
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m 平成6年度発掘調査の概要

1. 四阿屋遺跡 （略号： FAZ) 

遺跡の所在地

鳥栖市牛／原町字井川口

渭査主体者

,Q栖市教脊委員会

調査期間

平成6年5月-9月

謁査面積

4,875rri 

図21 四阿屋遺跡位置図

遺跡の概要

四阿屋遺跡は、城山山麓に源を発する安良/II左岸の丘陵や段丘上に立地する。調査地点は標高約71m-90mの

段丘面で、 7区に分かれる。I-5区が標高7J-75mの段丘面、 6区が匹阿屋神社西の標高約90mの段丘上、7

区が四阿屋神社北東抒面の標協86mの丘陵上である。以下、講査区毎に遺情・遺物の概要について説明する。

J -3区 一部柱穴と考えられるビットや性格不明の溝が検出された。遺物としては土師器の皿、白磁の小

片、須思器片などが出土した。しかし、いずれも少量でまた遺構との明確な関連をうかがうまでには至らなかっ

た。

4区 上部削平が宅しく、わずかに中世ー近世にかけての土僻片が出土したのみであった。

5区 調査区はA-1区、 A-2区の2地点に分けられる。このうち、 A-1区で性格不明のピットや土慣が

検出された。ピットのうちいくつかは掘立柱建物跡の柱穴と考えられるものがあったが、かなり削平をうけてお

り確定するには至らなかった。遺物は、土師器 ・須恵器・白磁の細片が出土したのみである。

6区 調査区は2区に分けられる。このうち、C-1区は過去の採石のため、 遺跡は梢滅していた。 C-2区

も畑地造成により大半が削平されていたが、一部に柱穴と思われるピッ トや中世の土鍋片などが出土した。

7区 溝2-3条、 10数基の土漿、 多数の柱穴などが検出された。これらの遺構のうち溝は攪敷に伴う可能性

がほく、柱穴は視立柱建物跡と考えられた。また、これらの遺構面は焼けており、柱穴には灰が充溝しており火

災にあったことがうかがわれた。 遺物は15-16世紀の朝鮮背磁、 中国青磁、土師器の土鍋• こね鉢などが出土し

た。この 7区は、遺構・遺物の性格やl!!I阿屋神社に隣接する平場であることから、中世四阿屋神社関連の施設が

あった公算が窃いと考えられた。

以上1-7区の遺構・遺物について概観した。いずれも中世を主体とする遺構 ・遺物で、四阿屋遺跡は勝尾城

下町の域内に位世し、古代以来の古社四阿屋神社に隣接することから、これらに関連する遺跡であると考えられ

る。
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2. 立石惣楽遺跡 （略号： FT S) 

遺跡の所在地

鳥栖市立石町字野副、惣楽

調査主体者

烏栖市教育委只会

渭査期間

平成6年5月2日～平成7年3月31日

調査面積

16.830rr{ 

圏22 立石惣楽遺跡位四図

遺跡の概要

遺跡は標高約42-46mの沼川上流域の右岸に位腟する。詞査区は大きく 4区に分けられる。1区から縄文時代

後期一晩期の包含層・集石等、古項時代後期の群集墳、 2区からは平安時代前期の集俗跡、 4区からは中世の溝

窃、土漿、小穴等を検出している。3区からは顕労な遺構が検出されなかった。なお、県道を挟んで西llllは平成

4年度の調査で古れ時代後期の古墳 1基や古代の集落跨を検出し、墨苔土器等が出土している。

縄文時代の遺構は、集石8甚. l:~ 責2必を検出した。あとは遺物包含層である。遺物は土沿片、石器類や剥片

が約3,000点程出土している。土器は黒川式庖研の浅鉢や条痕文などの粗製鉢類、組織痕土器の深鉢など晩期に

駈するものが大部分を占める。

この縄文包含層に重複して古項を14碁検出した。このうち10基で石産を確認しているが、いずれも腰石から下

が僅かに残存する程度で、外部施設ともに破坂 ・削平が岩しいものばかりである。時期は5世紀末-6世紀前半

の古れが 7~.~、あとは 6 世紀後牛ー末である。 平面的規模は周淋内径が16m程のもの 1 基のはかはいずれも !Om

前後の小円打である。遺物は須忠諾 ，土師粒的の土諾類、鉄鏃や鉄刀子などの金屈製品、硬玉製勾玉やガラス製

丸王 ・小王、耳哀などの装身具類などがあるが、とくにどの古項かは特定できなかったものの、3環の鈴杏葉が

1点2次堆積から出土しているのが注目される。また、 STIO古培は上部が崩壊していたものの、石室床面は供

献器や金凩製品が浬葬時のままの状態で検出しており、このうち土師器の,1ヽ 壺の中に朱が詰められていたのが

興味深い。

2区から検出された9軒の竪穴住届跡は、いずれも比較的小規段な住居で各戸に冦をしつらえている。時期は

平安時代前期である。遺物は土器類のほか、緑釉淘器のOilや須恵器の高台を再利用した硯が出土しており、 一般

的な庶民の住居のイメージとは沢にする。
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図版2 立石惣楽遺跡

I. I区全素

2. SX09集石

3. ST O I古墳
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3. 本村遺跡 （略号： HON) 

遺跡の所在地

三養渫郡中原町大字没原字本村

調査主体者

中原町教育委H会

潤査期間

平成6年4月20日～平成7年 3月31日

調査面積

3,800n{ 

図23 本村遺跡位訟図

遠跡の概栄

本村遺跡は脊根山系からttlに延ぴる丘陵上に位骰する遠踪である。調査11、水路及び掘削される部分を行い、

l区からVI区までで弥生時代及ぴ中世の集落跡、古れ群、古代の道路状遺構を確認した。

弥生時代の遺構には、竪穴住居跡、溝があり、いずれも後期のものである。溝内から在地の土器に況じって瀬

戸内系の高杯や二重口緑の壺などが出土した。

古れは5基確認され、 1-3号れが竪穴式石室、 4・5号項は横穴式石座である。4号項は一辺が!Omほどの

方項で、鉗椀、銅鏡、鉄刀、馬具、 弓金具、鉄釘などが出土し、このうち鉗椀は県内でも出土例が少なく貨頂な

脊料である。 5 号t.l'Iは径10ほどのPlittで、須忠器の杯 • 平瓶、土師器の杯、馬具、水晶王が出土した。また竪穴

式石空の内2基からは耳環が出土している。古f.l't群の築造時期は周浣の出土遺物などから6世紀中頃と考えられ、

追葬が7世紀後半まで行われている。古代の辺路状遺枯は、固脇に幅20cmほどの浅いi名が平行して束匹に伸びて

おり、その可能性が邸い。

中世の遺構には、土凛、溝、小穴があり、土墟から土師器の皿や封磁のJillが出土した。

図版.a

回版3 本村遺跡 4 号•tn出土銅椀

今回の国査では、弥生時代や中他の集裕の広がりが

明らかになったことや特徴的な4号項や古代の道路状

遠構を確認したこと などこの地域の時代の変遷を知る

上で賀康な資科を得ることができた。
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図版4 本村遺跡

I. 0区全1': 2. 111区全摂 3. IV区全供 4. V区全栄 5. VI区全景 6. 古tn詳全炊
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4. 西寒水七本柳遺跡 （略号： NNY) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字原古賀字七本杭l

綱査主体者

中原町教育委貝会

調査期間

平成6年4月20日～平成7年3月31日

調査面積

J5.400m' 

図24 西寒水七本柳遺跡位置図

遺跡の概要

脊振ii」系から南に伸びる低台地の縁辺部に位岱する遺跡である。遺跡は弥生時代から中世の集落跡であり、特

に中世の遺情が主体を占めている。

弥生時代の遺構は、竪穴住居跡、 土堀、甕棺墓、溝などがあり、弥生土器、石包丁などが出土した。古項時代

の遺構は、竪穴住居跡、土猥があり、須忠器、土師器が出土した。

中世の遺構は、溝、掘立柱建物跡、 土墟、土燐廷、井戸がある。滋は、訊査区の東部に北側と南側の2ヶ所を

方形に区画するものとさらにその西憫を区面するものがある。北側溝は溝のみの調査であり、 南側は溝の内部も

調査したが建物跡は検出できなかった。 西側の消は直線的に伸びており、溝の間が道路と して使用されていたも

のと考えられる。土漿は、平面楕円形のものが多く 、中には土師柑の皿や阻磁器等を大量に廃棄してあるものも

あった。土凛秘は2基検出し、完形の百磁碗、白磁碗、皿、小壺が副葬されていた。 井戸は索掘りのものと石組

のものがあり、中には井戸枠をもつものがあった。井戸からは、土師器、須恵器、国産陶器、 輸入悶磁器、滑石

製石鍋、 下駄．梱 ・建築部材の木製品など様々なものが出土したが、中でも輸入掏磁特1よ量が豊百であり、--

に仕んでいた人がかなりの権力を有していたと考えられる。また、この他に鉄滓が出土していることからこの地

で製鉄が行われたiiJ能性がある。

今回の関査では、 これまで中原町においてまとま った資料の少なかった中世の遺跡が発見されたことに加え、

中世における屈敷跡の存在が判明するなど費煎な成果をあげるこ とがでさた。
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図版5 西寒水七本柳遺跡

l. 北側全景

2. 中央部全栄
3. 内側全数

図版5
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5. 屋形原遺跡 （略号： YK T) 

遺跡の所在地

三i'i:~郡上峠町大字堤字一本松

頃査主体者

上峰町教育委貝会

瀾査期間1

平成6年8月22日一平成7年1月311'1

瀾査面積

5.000吋

図25 屋形)J氏遺跡全素

遺跡の概要

屎形原遺跡は、足形原の集落の南側に広がる水fI1部が佐沢東部中核工棠団地に至るまでの低位段丘上 （標i¥'!;21

-27m)に位骰する。この地区の北側には宅地造成に関連して関査が実施され、弥生時代から古項時代にかけて

の集裕跡、頃硲群が検出された紺形J彰辺跡が隣接し、四側の丘陵上にも二塚UI遺跡をはじめと して弥生時代から

古l"J'1時代にかけての集落粉、 /fl涵群が密集している。束側は弥生時代から近世の集落跡が検出された堤六本谷遺

跡、さ らに東方には八藤遺跡が分布する。また求南側には二塚111丘陵と八蘊丘陵を遮断する形で築かれている堤

土塁跡が所在する。

濶査は、面工事で削平される部分5,000面を II区と III区に分けて実施した。その結果、 U区は奈良時代の竪穴

住居跡3軒、土戦w.i;、Ir.ft,;が検出された。Ill区Ii!登穴住届跡10軒、掘立柱娃物跡、土壊が多数検出された。

今回の湖査によって奈良時代の集落跡の一部が明らかになり、周辺の遺踏を含め集落の変遷を検討しなければ

ならない。

社:II一義 「尽形原遺跡」 上蜂村文化財潤介報告杏第2集 1979 
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図版6 辰形原遺跡

1. a• m区全保
2. 111区竪穴住屈跳
3. DI区SH041竪7,:住居跡
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6. 堤六本谷遺跡 （略号： TT R) 

遺跡の所在地

三養荻郡上峰町大字堤字一本柳

調査主体者

上峰町教育委貝会

調査期間

平成6年7月20日～平成7年1月31B

調査面楼

2.00001' 

図26 堤六本谷遺跡位償図

遺跡の概疾

堤六本谷遺跡は、脊振山系から派生する低位段丘上の標窃35-37mに位置する。北領の山麓部は背柳、新立、

谷渡、鎖西111南震古項群が分布し、古墳時代後期の小円墳が点在する。東側は八藤遺跡、西側に切通川を挟ん

で屋形原遺跡が所在する。また附側は二塚山丘陵と八藤丘陵を遮断する形で築かれている堤土塁跡がある。本

遺跡の関企では、平成2年度に南端部と東南部が潤査されており、弥生時代から近世の集落跡を検出している。

調査は、面工事で削平される部分2,000m'を11区 (700m')と1X区 (l.300m')の小区に分けて実施した。

今回の潤査では、遺跡の性格を特定できる十分な宍料が得られなかったが、この付近が堤六本谷遺跡の縁辺

部に相当すると思われる。
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図版6 堤六本谷遺跡

!. IX区全炊
2. IX区ピ ット群
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7. 本村五本柳遺跡 （略号： HGV) 

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字境原五本椅l

調査主体

千代田町教育委貝会

謂究期間

平成6年11月-12月

調査面積

1,000ni 

図27 本村五本柳遺跡位償図

遺跡の概要

本村五本柳遺跡は、千代田町の北西部、中地江）II西方約300m、憬硲約3.3mの沖積平野に位誼する。この地は、

江戸時代まで鍋島藩のお狩楊として利用されていた場所で、小il':iい独立丘陵に薮が生い茂った場所であったと口

われているが、現在は、明治時代以降の開墾により水田となっている。遺跡Ii、この丘陵の1相舅粒部に位設する

楊所で、前年度発掘調査を実施した本村四本檸遺跡の北方約100mに位位する．周辺には、貸別当神社遺跡、姉

遺跡などの弥生時代を中心とする遺跡が{j'.在する。

潤査は、水路として揺削される部分について発揺魏査を行い、便宜的にA、B、C地点に分けて調査を行った

が、 B、C地点については、後世の開発により撹乱され遺構を検1.1lすることはできなかった。

A地点より検出した遺構は、土坂8基、溝跡 1条、その他不明遺構 ］湛、大,1ヽ多数の柱穴である。調査区附餌

は、後jU:の開発により撹乱されており、J/4{且度は消滅している。

A地点より出土した遺物は、中 ・近世の土師器、土師質土器、肥前系陶磁器、甘磁、木製品、瓦質土器、金屈

製品などで、その出土位はコンテナ10箱程度である。

以上報告したように、濶"1f.面積が狭く遺跡の性格をつかむことは非常に難しく 、今後の資料の増加をまって改

めて集落解明を行っていきたい。
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図版8 本村五本柳遺跡

1. S KOOS土堀 2. SK004土凛

4. A地点全栄 5. A地点近禁

-SI-

3. 発掘講査凪傑
6 . C地点全棗

同疇



8. 下和泉一本椎遺跡 ｛略号 ：SIS) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字下和泉

調査主体者

佐賀市教育委貝会

調査期間

平成6年7月20日一平成7年2月3日

調査面積

5.200rrf 

図28 下和泉一本椎遺跡位恒図

遺跡の概要

下和泉一本椎遺跡は、佐賀市の東部、黙道小城・北茂安線と県道佐買 ・脊板線が交粒する内西に位置し、脊捩

山地州麓の洪楼台地から扇状地に移行する部分にあたる。今回調査した地区は丘陵の緑辺部であったと考えられ、

現在は点在する標高約5"'の涵畑部分にその名残をみるこ とがでさる。遺跡はこの高畑部分で集中 して発見され

ている。

今回は、 3地区で発掘調査を実施し、弥生時代から近批の遺情を確認している。

弥生時代の遺構は、竪穴住居跡、掘立柱建物跳、上漿、 i/lt、小穴で｀中期から後期のものである。土凛からは

甕 ・壺 ・鉢・高杯 ・器台等が割れた状態で多采に出土しており、廃泰土墟と考えられる。この中には祭祀用の土

器が含まれているものもある。

古項時代の遺構は、 竪穴住居跡、掘'!!.柱建物跡、溝、 土戦、井戸である。竪穴住居跡は13軒あり、そのほとん

どは正方形あるいは正方形に近い長方形に掘られている。この中には食科等を窯炊きしていたと考えられるカマ

ドの跡が残っていたものもあった。また、焼けた木材を検出した住括粉があり、火災にあったと考えられるもの

もあった。iltは楕円形状にめぐるfl.I]溝状遺構が3条あり、.:::のうち 1条では内部空問に竪''住屈跡が建てられて

おり、竪9ヽttl呂跡に伴う周清である可能性が考えられる。これらの遺構からは土師器 ・須恵器等の土器が出土し

ており、中には畿内系や山陰系の外来系土岱が含まれている。

平安時代の遺構は、掘立柱廷物跡、井戸、土坂、滋、小,,などである。これらの遺構からは、 土師器の杯 ・

皿・ 椀 ・甕 ．甑、黒色土器椀などが出土している。

中世の遺構は、掘立柱建物跡、溝、井戸などがある。i昇は、建物の周辺を長方形状にめぐるもので、敷地内と

外部を区両する溶であった可能性が高いものであり、また溝の内部には大型の掘立柱述物跡も検出しており、こ

の建物が中心的機能を有するものと考えられる。
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図版9 下和泉一本椎遺跡

I. 2区全禁 2. l区東側高畑部分 3. JI吝SH104翌穴住居跡
4. I区SK162土濱遺物出土状況 5. 2区SK228土隕遺物出土状況
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9. 来迎寺遺跡 （略号 ：R K J) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字金立字来迎寺

調査主体者

佐賀市教脊委貝会

潤査期間

平成6年12月20日一平成7年1月208

講査面積

835rr? 

図29 来迎寺遺跡位置図

遺跡の概要

来迎寺遺躊は、市北部に連なる脊捩UI系南麓から派生した低位丘陵上に位骰する。来迎寺遺跡では昭和63年に

関査が実施されており今回の調査が2度目になる。今回の鵠査地点は 2箇所に分帽されており、 2区が標高

16mliiJ後、 3区が標高!6.5-17.5mを測る。

2区は開墾時の削平が激しく、土凜 1碁以外に明確な遺構の検l.lJはでさていない。またl,ll土遺物も検出遺構や

表土中から縄文時代中期 ・中世～近世の遺物が少景出土している程度である．

3区は調査区の北半で、中枇末～近世の区画溝に囲まれた集落の一部を確認している。謂査区の南半は2区同

様開墾時の削平を受けており、明確な遺構は検出していない。検出した遺構は掘立柱建物跡6棟、区圃溝3条、

湛 1条、土漿、小穴等で、特に掘立柱建物跡は区両溝の内部において互いに重複した形で検出されており、頻繁

に建て替えが行われたことを窺わせる。

今回の調査は潤査面積が狭小であったため、その規模ゃ全体像を明らかにできたものではない。ただ本講査区

のlti方約500mにある野田遺跡（平成5年度調査）でも、来迎寺遺跡とほぼ同時期と思われるi算で囲まれた屋敷

地が確認されている。また検出された建物や溝の方位が来迎寺遺跳3区のものとほぼ一致していることから、な

んらかの意謙が拗いていることは明かであり興味深い貸科である。
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図版10 来迎寺遺跡

I. 2 区全）~

2. 3区全景
3. 3区掘立柱建物跡群
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10. 若宮原遺跡 （略号 ：WMB) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字金立

調査主体者

佐賀市教育委貝会

鵠査期間

平成6年12月12日一平成7年 1月】7口

講査面積

630rrf 

図30 若宮原遺跡全僚

遺跡の概要

若宮原遺跡は、市北部の脊振山系内麓から派生した低位丘陵上に位置し、楼高16m前後を測る。沿宜Jf,(遺跳で

の謂査は今回が初めてであり、調究の結果、中世の集落跡の一部であることがわかった。

検出した遺構は、掘立柱建物跡 1棟、井戸Iiiふ畑状遺構、 i膏10条、小穴等であり、出土遺物には土師器

（杯） ，白磁，背磁等がある。また、調査区の一部で縄文時代中期～後期にかけての遺物包含層を検出している。

今回の調査は調査面積が狭小であり、遺跡の全容を明らかにすることはできない。ただ、今回の調査区は地形

的に考えて集落の緑辺部分にあた り、その中心は綱査区の東側に広がる高畑にあるものと推測される。今後この

高畑部分における発掘詞査も予定されている.::とから、.::の綱査結果と合わせて、遺跡の全容が明らかになって

いく ものと思われる。
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図版11

図版11 若w点遺跡
1. 1区全荼

2. SBOOJ掘立柱述物跡
3. SE009井戸
4. 包含層遺物出土状況
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11. 西干布遺跡 （略母： NCF-1) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字千布

調査主体者

佐賀市教育委貝会

調査期問

平成6年9月21日ー10月17日

調企面積

851m' 

図31 西千布遺跳位置図

遺跡の概要

西千布遺跡は佐賀市の北部域に位置する金立町に所在する。当遺跡は金立山南麓部から広がる低丘陵の南端部

分に立地しており、調査区はさらに遺跡の南端部に位置して友貞遺跡と接している。劉査以前はすべて水田と し

て利用されていたが、農業用水路建設予定地に当たるため本調査を実施することになった。

遺構は標高5.2-5.3mの基盤層上面において確認した。検出した遺構は、掘立柱建物跡4棟 ・土隕27基 ・溝8

条•井戸 1 基ほか多数の小穴である。 遺構の様相から集落遺跡の一部であると判断し得る． ただし出土遺物の数

が少ないうえ時期決定に堪え得る資料も少ないので、該当時期に割り出しに困窮するという事情がある。

（掘立柱建物跡）

全体に把握し得るものが2棟と北半部分のものが2棟確認された。後者については調査区外に展開している。

全体を把握し得るもの 2棟のうち 1棟は、 2間X2間の稔柱で遺物は出土していない。北半部分のもの 2棟のう

ち 1棟は東西2IUIで1#北は不明で遺物はIii土していない。もう 1棟は東西3間で南北は不明であるが、平安時代

と推定される土師器が出土している。

ほ躾）

27基検出したが、いずれも小規模なものばかりである。遺物も極めて少なく、時期的にも判然としないものが

多い。 そのうちSK-112では硯に代用した奈良時代の須恵器片が出土している。

（井戸）

規校は径約1.4m、確認面からの深さ1.05mを汎9る。遺構は 1区の潤査区中唯一の井戸である。この井戸から

も土師器の破片小数が出土したにとどまる。いずれも資科化に堪えない遺物であるが、古墳時代にまで遡る可能

性がある。
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図版12

I. l区全烈
2. S B 137掘立柱建物跡

3. S B139掘立柱述物跡
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12, 友貞遺跡（略号： TB S-8~1I) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字千布字友貞

調査主体者

佐双市教育委員会

潤査期間

平成6年7月ー12月

講査面積

2,340rr? 

図32 友貞遺跡位世図

遺跡の概妥

友貞遺跡は佐買市の北部域に位置する金立町に所在する．当遺跡は金立LIJI打魂部から広がる低丘陵の南端部分

に立地している。 瑚査区は遺跡内に •1 箇所 ( 8 · 9 · 10 · 11区）設定された。関査以前は水田も しく は高畑であ

る。呉業,Ill水路または農迫建設予定地に当たるため本訓査を実施することになった。

(8区）

井戸 8甚 • 土城13甚 ・ 溝 2 条 ・ 掘立柱述物跡 1 棟• その他小穴多数を検Illした。この,pで中心となるのは井戸

(S E801・803)であり、ともに多数の遺物を検出した。井戸の時期は8世紀未-9世紀初頭と推定される。と

くにSE -803とSD-820の出土遺物の中に磁苔土器が含まれていることは特笠すぺき内容である．

(9区）

9区l.t戟国時代に活超した神代勝利の出城（土生島砦）に推定されている城館跡の一部である。平成5年度甜

査の 7区と隣接区であり、今回は砦推定地の北西部分にあたる。発兄された遺構は、 i粋4条 (SD-901・902・ 

903・904) ・ 土墟3基（遺物なく時期・性格不明）である。SD -901・9021よ裔畑部分の西辺～北i!lにかけて遺

存する土塁に沿うかたちでL字形に俎る溝であり、堀跡と考えられる。01.lは最大で9mを渭る。またs()-

901・902は屈曲部分からさらに西方へ延びることも確認された。SD-903・9041;l: S D-901・902埋没後に掘削

された溝である。出土した遺物からSD-90)・902の時期は戟困時代末ー近世初頭と考えられる．

(10区）

調査区は土生島砦推定地北束端のぷ畑部分に位四する。発見された遺構は、弥生時代の売棺4甚 ・占項時代の

上壕 ］ 碁 ・ 中世の上墟10碁 ・ 溝 5 条 • その他柱火もしくは小穴である。

{I)区）

遺構l;lはとんどが柱穴もしくは小穴で、ほかに土堀4基を検出したにとどまる。
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図版13 友a遺跡
I. 8区全致 2. 10区全斎
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13. 忠兵衛屋敷遺跡 （略号： TOY) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字瓦町字屋敷田

濶査主体者

佐賀市教育委貝会

調査期問

平成6年7月19日~8月26日

渭企面積

210rrf 

図33 忠兵衛屋敷遺跡位置図

遺跡の既要

遺跡は、佐賀市東南部を南北に流れる焼原）IIの西岸、標高3.0-3.Smを測る低平な沖積平野に位置する。忠兵

衛屋敷遺跡付近では｀弥生時代の集落跡である瓦町遺跡、千住遺跡、千代田町の貨別当神社遺跡、弥生時代から

中世の集落跡である牟田寄遺跡、中世から近世の集落跡である修理田遺跡などの調査が行われ、この地域の歴史

が明らかになりつつある。

今回の岡査は、掘削される水路部分のみを対象とした狭少なものであったが、当町時代を主体とする集落の一

部を確認できた。

検出した遺構は、室町峙代の掘立柱建物跡1棟、 土漿5基、溝2条、 江戸時代の土凛1基である。

寇町時代の撼立柱達物跡ゃ沸1:1.部分的検出で規模、全容は不明であるが、溝は当時の集落を区面していた可能

性も考えられる。土凛はいずれも廃棄土坂と考えられ、これらの遺構から、土師器の,1ヽJIii・鍋、瓦器の湯釜・ 火

鉢 ・揖鉢、背磁の碗などが出土している。

また、江戸時代の土城からは、土師器の小皿、陶器の椀、染付の皿が出土している。
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図版14 忠兵衛屋敷

］．仝景

2. S KO! 土演
3. S K06土漿



14. 修理田遺跡 （略号 ：SAD} 

遺跡の所在地

佐賀市巨勢町大'ii=修理田東分上

滋代主体者

佐賀市教育委H会

潟企期IUJ

平成6年7月15日-9月138

調査面格

362,r( 

図34 修理田遺跡（立骰図

遺窃の概要

遺踪は、佐t'i市南東部の臣勢町に所在し、神埼郡千代田町との市町境の標協約 3mほどの低平な水m下に存在

している。周辺にはクリークが縦横に走っており、大部分が只地として利用されており、宅地化はあま I)追んで

いない。

今囮の四在で検出した遺構は、中世の溝1条、近世の片戸0ふ不明遺構）碁である。

中Ill:の溝は、 一部のみの検出でその全容は明らかでないが、比較的揺方規模の大きなiiiである。この溝からは、

土師器の杯 ・鋭、吝磁の碗、陶器の描鉢が出土 している。

近jltの井戸4絡は、 1ヶ所に集中して検mした。出：t避物は.I必から染付のFILLがIll土しているのみで他の3

基から出土していないが、掘方・埋土状況がいずれも類似していたことから、ほぽ伺時期の遺1/11と推定してい

る。 不明遺1昇は、平而不整形な土荻であり、埋土中から弥生上器の吏片が出土しているが、少母であるため明

確な時期の判断はできないが、国介地に近接してある千代田町の代別当神社遺跡の溝査では弥生時代前期ー中期

の集落踪が確認されており、この遺跡との関連性もうかがえる。

今回の関査地は 、 狭小であって検出した辺構も少なかった。 そのため遺跡の性格吟は把t¾i しがたく、今後因辺

で行われる関在結呆に期待したい。
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15. 岡遺跡 （略号 ：OK A) 

遺跡の所在地

多久市多久町岡

潤査主体者

多久市教育委貝会

綱査期間

平成7年1月12日-2月JO日

調査面積

l ,260,r{ 

図35 岡遺跡位置団

遺跡の概要

遺跡は、松瀬川によって形成されたと推定される谷部に位骰する。謁究区は周辺より比高が Imほど店く、居

仕地には適している。調査前は畑地であった。

発見された遺柑はごみ穴、柱穴等である。この遺跡からは、瓦 ・陶磁器などが収蔵用コンテナ (55cmX 35cm X 

20cm) 5箱分が出土した。囚磁器類は唐津系の大皿 ・摺鉢．灯明皿・芙蓉手のJill、斉磁の香炉 ．灯明皿、土鈴な

どが出土している。遺物は17-19世紀末頃まであり、 19世紀木頃のものが最も多く、 17世紀のものはわずかであ

る。

多久郷土資料館に収蔵されている元抹時代の絵OOによると、遺跡の位置は市丸太良衛門の敷地にあたっている。

なお、多久家文容には、遺跡の所在地である多久町に多久家のお抱えの町医者が数名住んでいたことが記されて

おり、地元では昔、足敷があったと甘い伝えられている。また、この遺跡から播鉢が多く出土しており、 医者の

邸宅などを想像させる。

多久市には近世の文献や絵団が多く残されており、遺跡からわかった事実との照合も可能である。今後、市内

でこの迫跳のような発見が増えれば、近世研究の進展に頁献することになるだろう。
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図版15 岡遺跨

I. 遺物出土状況
2. Pit J 

3-5 Iii土遺物 （縮尺．不紙ー）
3. 瓶 （油壺）

4. 揖鉢

5. 土瓶

3
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氾田手二本松遺踏 （略号： TDM) 

遺跡の所在地

神埼郡三田川町大字田手字二本松

調査主体者

佐買県教1!委n会
品J査期1111

平成6年5月9U-5月318

潤査面柑

262ぶ

図36 田手二本松遺跡位骰図

迅跨の概要

田手二本松遺跡は、田手JIIの東沿、吉野ヶ見丘陵の東南部探協7.5-8.2mの水田部に位誼しており、縄文時代

晩JUJ 一弥生時代1i•I期の遺跡である。今回の隅企は平成 5年度に引さ続さ行ったものである。 また、この遺跡は、

昭和50年代のIi罰場整燐<JI業からは外されており、平成5年度に行った東部導水路平業（筑後川下流用水路・＃売）

の確認謂在で発見された遺跡である。前回の謁査では明瞭な遺構は確認できなかったが、今回の甜査では縄文時

代晩期一弥生時代前期の包含培 ・ピット（小穴） ・円形土塙ゃ畦畔と考えられる遺構を確認した。遣物は、浅

図版17 田手二本松遺跡全只
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水田逍構については、はっさりと目えるもので

はないが、今回の調査によって玄海濯周辺のみな

らず有引海沿岸においても縄文時代晩Jtll一弥生時

代}i,/期の水田が図版17される可能性が大きくなっ

た。



N. まとめ

平成6年度の農業基盤整情事業等に係る文化財確認調査を、佐賀東部地区の束脊板村、神埼町をはじめ県内5

市9町3村の36地区で実施し、 筑後）II下流用水事業に係る文化財確認調査を甜宮町、 三田川町、北茂安町の3町

の6地区で実施した。

また、平成 5年度の確認調査結果の協議に基づき実施した発掘調査 （本調査） は、-~栖市、中原町、上峰町、

千代田町、佐賀市、多久市の15遺跡と筑後川下流用水事業地区内］遺踪の計16遺跡である。

以下、平成6年度の確認調査について、まとめてみたい。

佐賀東部地区では、東脊採村林道九干部111横断線・神埼町早稲隈山地区で遺構が確認された．

林道九千部山横断線では、踏査により、東脊振村から霊仙寺跡を通り筑TiiJへと統く古道の一部が対象地に含ま

れていることがわかったため、道の規模 ・構造等を知るため確認調査を実施した。その結果、地山を掘削して切

り通した幅約3mの通路が明らかとなり、 「筑前街道」として周知化した。平成6年度の工事対象地区であった

ため、 エ耳滸手前にさらに調査を実施し、 r町石」と呼ばれる摂石を検出した。この r町石Jは篤の坂本から霊

仙寺までの問に1町ごとに立てられており、逍の存在を明らかにする資料である。今回現状のまま保存すること

は不可能であったが｀今後の本県の中近世の古送への取り組みを再考させる事例となった。神埼町早稲隈山地区

では、林地保全事要に伴い天神尾古墳群の碓認調査を実施し、 2基の古墳と古積の可能性が高い 2基の石積みを

検出した。この事業も土砂崩壊の恐れが高いところから、引き萩き発掘調査を実施し、4基とも竪穴系横口式石

室を内部主体とする 5世紀後半から 6世紀前半の円tJ'Iであることがわかった。また、この地区の周辺では神埼町

教育委貝会により、天神尾古墳群、寺山古項群の大型開発に伴う緊急詞査が行われ、竪穴式石室 ・竪穴系横口式

石宰 ・横穴式石至を内部主体とする円墳8基が確認されている。

佐賀東部地区では、面的な圃場整偏がほぽ終了し、林道を中心とする確認闘査であったが、 「筑前街道J の調

査等大きな成果を得ることができた。

佐賀西部地区では、佐賀市金立北部地区 ・金立Ill部地区 ・兵庶酉部地区、多久市本多久地区で遺跡の存在が確

認された。

金立北部地区は、対象地28ha全域が縄文時代～中世の遺物散布地である上赤井手遺跡・ 金立遺跡 ・権現J以遺

跡の範囲に含まれ、また対象地周辺でも開発に伴い緊急調査が行われているところから、広範囲にわたっての遺

跡の存在が予想される地区であった。調査の結呆、竪穴住居路・土凛 ・溝等弥生時代～中世の集落跡と考えられ

る遺構が検出され、遺構の分布範囲は、 12haを上回り、予想に違わぬ結果であった。金立酎部地区も対象地

17haの大部分が弥生時代ー中世の遺物散布地である西千布遺跡に含まれていることや周辺での調査事例から、

金立北部地区同様広範囲にわたる遺跡の存在が予想できる地区であった。躙査の結果、竪穴住居跡 ・土塙・溝．

柱穴等の遺構が約!Obaにわたって確認され、古墳時代と平安～中世を中心とする集落跡であることがわかった。

兵慮西部地区は、対象地が楳高3.3程の低平な平野部であり、佐貨平野特有の rクリーク」が縦横に走る地区で

ある。

調査により、ク リークに囲まれた頃」状の部分から、中世～近枇の溝 ・土城・ 柱穴が確認され、小規模な居

館跡の存在が推定できる。遺跡が確認された部分は、未周知であったため、 r妙常寺北遺跡」 .r妙常寺南遺

跡J として周知化した。本多久地区では、平成6年度に発掘潤査 （本調査）を行った岡遺跡の隣接地9haを対
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象に実施し、縄文時代及ぴ古Ill時代の造跡が確認でさた。

佐買西部地罠は、農業基盤整偏事業が後発であったこともあり、近年事業が柔中している。特に佐賀市の場合、

金立北部地区、金立南部地区で予想以上の遺跡の広がりが確認されたため、農林担当部局との潤整に11時問を炭

したが、設計変更ゃ事業箇所の繰り延ぺ芍只林担当部局内部での詞整、佐賀市教行委只会での発掘調査面積の最

大限の対応等、 7年度事業に関する取り粗みは想像以上のものであり、各部局、担当者には改めて感謝したい。

佐賀南部地区では、艇島市と太良町の2地区において調査を実施したが、遺跡は確認されなかった。両地区と

も小規模な事業であったため、今皿未周知地区と百うこともあり、遺跡の発見には至らなかったが、周辺には埋

祓文化財包蔵地が点在しており、農棠基盤整iが事菜等1こ係わらず注意を払っておく必要がある。

佐賀北部地区では、伊万里市の国営伊万里地区総合兵地開発事業を中心に12地区で講査を行い、木須団地 ・木

須里団地、相知町の平山.I:地区で遺構の存在が確認された。木須団地では、旧石器時代ー縄文時代にかけての良

好な包含層が箱認され、ナイフ形石器 ・スクレイパー ・剥片等が出土し、 r真中遺跡」として周知化した。また、

伊万坐市は近代の炭鉱が栄えたところでもあるが、この地区から炎国人鉱山技師モーリスにより明治期に掘られ

た炭鉱の試掘縦坑跡が確認されたことは、 興味深い。木須里団地では、縄文 ・古墳時代の包含附、中世の柱穴等

を検出し、 r宮ノ前北遺跡.J として周知化した。平山上地区では、中fltの柱/¥や溝状遺構を検出し、 「平山.l:

遺跡」として周知化した。平II.I上遺跡については、設計変更により盛土保存が決定したが、谷底平野部における

遺跡の立地について、新たな資料を提供できたと百える。

佐買北部地区では、伊万里rliにおける国裟半業がピークを迎え囮査が集中したが、呉中遺跡 ・宮ノ前北遺蹄 ，

平Ill上遺跡の発見など大きな成果を得ることができた。

佐賀上場地区では、店津市の上場地区（銀透地区） • 上場 a期地区 （支線辺路 4 号八幡一馬部線）、肥前町の

上楊旧期地Ill:(赤坂地区）、玄涌町の上楊N期地胚 （長含地区）で遺跡の存在が維認された。

上場地区 （呑迭地区）は、対象地区が2haと小規民な事業にも係わらず弥生時代の良好な絋含層を確認でき

た。包含層から弥生時代の中期を中心とするJ.:器や上錐が出：tしており、朝詳半島に最も近い上場台地の弥生時

代の遺跡の立地の在り方に典味が持たれる遺跡のひとつである。上場11期地尻 （支線道路八幅一馬部線）では、

1B石器時代ー縄文時代の良好な包含培が検出された。黒曜石製の石笞や縄文土器が出土しており、旧石を雑時代や

縄文時代の遺跡が県内では最も集中する上場台地の様相を知る上で貸重な沢料である。なお、このJ:場11期地区

内には文採・隧長の役に際し築かれた肥前名護屋城への太OO道と呼ばれる古道があり、東谷板村の筑前街追同様

逍の讀査 ・保存について慎煎を期すぺき地区でもある。J:場Ill期地区 （赤坂地区）では、ナイフ型石器や縄文土

器が出土する包含層を検出した。 上場IV期地区 （保倉地区）では、従前の確認調査により弥生時代の石棺硲を確

認したため、餃計変更等により石棺硲の保存を前提に滋整を行ってきた地区であるが、他平業との調整から石棺

墓を削平せざるを得ないit1t'lになり、改めて確認調査を行ったものである。調査の結采、石棺廷周辺から大小の

礫を敷さ詰めた、13-14世紀にかけての遺物を伴う石敷遺構が検出され｀松浦党の有浦氏との閃連で注gされる

遺跡である。この他鎮丙町の上楊地区 （安原地区）は、明確な遺構Ii伴わないが、名護座城期の遺物も出土して

おり、陣跡の範囲ゃ周辺の歴史的哀境の保全についての考慮を、さらに検討する必要性があることを感じた。

平成7年度の農業基盤整偏乎業等に係る文化財確認曲企及ぴ濶査結呆に基づく協議に際しては、多くの方々に

手を煩わし、またご迷惑をかけているが、農林担当部局、土地改良区、市町村教育委貝会の協力により、顛瞬に

返ぷことができた。関係者各位に感対したい。
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